
　北海道洞爺湖サミットがやっと終わりましたが、テロ

対策の為　警備が大変な数でした。

　そのサミットの最初の日７月７日（月）に東京のお台

場にあるホテルグランパシフィックへＲＩ会長主催の会

員増強の会議に我がクラブより、兼子さん・澤田さん・

野中さん・矢岸さん・鈴木さん・と私、計６人が出席い

たしました。

　李　東建（リー・ケイリ)ＲＩ会長とロナルド・ボビア
ンＲＩ会員増強・会員維持委員長の下に全国から１２０

０人ロータリアンが集まり朝９時３０分より夕方５時ま

で確り勉強をしてまいりました。その２～３報告させて

いただきます。東京中央ＲＣは、１９８７年３７名でス

タートしましたが１０年間で１３７名に増やしたとの事

です。これはスーパークラブですが各クラブの会員増強

の共通点を聞きますと増強の目標を決める事、各イベン

トを開催、例えばチャリティーゴルフ・コンサート・映

画鑑賞等又地域に密着したボランティアや障害者の支援

等の事業を継続的に実施しております。もう一つ印象に

残ったのは、新会員は６ヶ月以内に例会へ一人必ずゲス

トを連れて参加をするそのことを、我がクラブも実行し

たいと思います。会員増強は、地球からポリオを撲滅す

ることと、開発途上国への井戸を掘り、きれいな水を飲

む事によって毎年子供達の５００万人余りの死亡を減少

するというロータリーの目標の達成につながると事が出

来ます

　先日、大分県の教員採用をめぐる汚職事件がありまし

た。県教育委員会の幹部が、知り合いの小学校校長や教

頭から賄賂を受け取った見返りに子女を合格させた事に

とどまらず、県議が口利きしたケースや、管理職への昇

任試験をめぐる金券のやりとりがあり、合格点に達して

いながら採用試験に不合格になった受験生もいました。

事件の背景に、県教委と教職員組合の長年にわたる癒着

体質があるとすれば大分県に限る話ではないと思います。

　最近「教育」と言うことを考えますと、世の中の人間

関係とか教育の中に「感動」を教える先生が少なくなり

ました。ある小学生の答えが印象的でした先生が「氷が

溶けると何になりますか。」「はい、氷が溶けたら春に

なります。」

　何とすばらしい答えではありませんか。

　「氷が溶けたら水になる」

　今の時代は答えがいくつもありその感性を磨かなけれ

ばなりません。

１．７月１８日　親睦例会　　

　　送迎バス

　　楽寿園北口　　１７時３０分に出発

２．地区財団セミナー

　　７月１３日（日）　ホテル　センチュリー静岡

　　１３時３０分　　点鐘

　　１６時　　　　　閉会

　　参加者／ガバナー補佐　　　兼子悦三

　　　　　　会　長　　　　　　大房正治

　　　　　　ロータリー奉仕　　渡辺照芳

３．週報が各ロータリークラブより来ています。

　　沼津、富士宮西、沼津北、吉原、富士、新富士、

　　沼津柿田川

　　長泉ロータリークラブ／クラブ計画

　　沼津ロータリークラブ／事業計画書



片野誠一君：本年度もよろしくお願いいたします。

古屋憲男君：ゴルフコンペ３位入賞できました。最近遠ざ

かっていた快挙です。ありがとうございました。

山口雅弘君：明日、明後日三島市民文化会館で、弊社主催

のセミナーを開催します。Ｉ．Ｔ．の進歩により、日本中

から６０名の出席となりました。今すごく緊張しておりま

す。

山梨一正君：先日のゴルフ同好会で準優勝しました。ハン

ディキャップのおかげです。これからは実力で優勝したい

と思います。

　今年度第１回目の同好会コンペです。夏の家族会との

同時開催となります。

　開催日：８月２４日（日）７時３０分　集合

　　　　　　　　　　　　　８時００分　インスタート

　会　場：かんなみスプリングスカントリークラブ

　ご家族でゴルフをなさる方大歓迎！！

　奮ってご参加ください。

　同好会コンペ（持ちハンデ戦）＋　家族会コンペ（ダ

ブルペリア）と２度のチャンス？があります。

■２００８年度夏の家族例会■

開催日：８月２４日（日）１２：００頃から夕方まで

場　所：かんなみスプリングスカントリークラブ

主な内容：　１．プール貸切

　　　　　　２． ぷちパターゴルフ大会

　　　　　　３． スーパーボール拾い（宝さがし？）

　　　　　　４． その他アトラクション

　週報のペーパーレス化を目指して昨年度はほぼその目

的を達成することができました。しかし、あまりにも閲

覧率が低いため、今年度はモノクロですがプリントして

例会でお渡しすることとします。

　連絡につきましては、昨年度同様メールを利用してい

きます

①前年度の事業計画を引き継ぎ、マスコミ等を通してロ

ータリークラブの具体的活動をＰＲできるように努めま

す。

②「ロータリーの友」をメンバーの事業所内に配置して

いただく。

③「ロータリーの友」を公共施設や待合室等に年間を通

じて配置してもらい、広く一般の人に読んでもらう。

④例会内で、一般の方々にロータリークラブって何のク

ラブ？という質問にどう答えるか、意見を聞かせていた

だき、会員増強の一助にする。

⑤クラブ２０周年の広報活動およびＩＭの広報活動を積

極的に行う。

以上の内容を、本年度の活動目標とさせていただきます

ので、会員の皆様のご協力をお願いいたします。

　昨年度始まりましたＣＬＰ（クラブリーダーシッププ

ラン）に基づき、楽しいクラブ運営に努めたいと思いま

す。また、今年度より、名称も“せせらぎ三島ロータリ

ークラブ”となり、例会場も変わります。創立２０周年

を期にクラブの活性化を目指します。



■ＩＭとテーマ(会員基盤増強)について■
　委員長 中村　徹　　小委員長 野中信行 矢岸貞夫

　ＩＭの目的は第２分区ガバナー補佐主催による会員相

互の、より密接な親睦を図るとともに、知識を広める会

であります。

　手続要覧にも地区会員にロータリー情報を伝え、奉仕

の理想を勉強するために開催されるとあります。

　今年度ＲＩ会長李東建氏は会員増強を目的とした会長

主催会議を世界中の１２ヶ国で開催する予定で、そのメ

インテーマは「会員基盤増強」であります。その第一回

を日本で行う事になりました。板橋元理事が実行委員長

となり、東京お台場ホテル　グランパシフィック　メリ

ディアンで７月７日（月曜日）９時３０分から１９時ま

で開催されるとの事です。

　今年度第２分区のＩＭを２１年１月２５日（日曜日）

東レ研修センターで行う予定ですが、そのメインテーマ

も「会員基盤増強」としたいと思います。当日は分区の

ロータリアンの皆さんと充分話し合う場を設け、さらに

は親睦の輪を広げたいと思います。

　今年度より例会会場が変更になることに伴い、例会の

進行が速やかに行われるよう努めます。また、卓話の担

当者が忘れることのないよう事前に確認すること、そし

て例会変更の周知を徹底します。

　大房会長の方針により、会員誕生日に歌うバースデー

ソングに会員の名前を入れ祝福するよう指導します。加

えてスムースな例会進行ができますよう会員皆様のご協

力をお願いいたします。

　ＣＬＰの継続によりますクラブ管理委員会の中の親睦・

出席委員会です。会長・クラブ管理委員長の方針に沿っ

た活動をしていきたいと思います。

本年は、ＩＭと２０周年の記念事業がありますので、家

族会は秋とクリスマス会となりましたのでよろしくお願

いいたします。

　会長テーマ「２０年の生業を基に、仲間を増やそう」

の下に、会員相互の親睦を深めるために、月に一度親睦

例会を行い、出席率の向上・会員確保に向けた楽しい例

会を目指しますので、会員の皆様のご協力をよろしくお

願いいたします。

■会計委員会■

　会長・幹事の本年度の方針、また各委員会の予算に従

って会計の職務を全うしたいと思いますので、皆様のご

協力よろしくお願いいたします。

■組織規定検討委員会■

　クラブ名称が「せせらぎ三島ロータリークラブ」に変

更になり、クラブにＣＬＰ（クラブ・リーダーシップ・

プラン）を導入、クラブ内に大きな変化があり、早急に

定款、細則、内部規定等を変更しなければならないと思

います。

　前期中に理事会で検討していただき、できるだけ早い

時期にクラブ総会を開催して皆さんに検討していただき、

次年度までには新しい細則等を印刷してお渡しできるよ

うにしたいと思います。

　皆様のご協力とご検討をよろしくお願いいたします。

■せせらぎ三島ロータリークラブ
　　創立２０周年記念式典　実行委員会　計画書■
                                                       
実行委員長　片野誠一　副委員長　保坂国夫

　　　　　　　　　　　　　同　　古屋憲男

　テーマ『２０年を礎に、さらなる広がりを育もう』

　期　日　平成２１年６月７日（日）

　会　場　ブケ東海三島

■２０周年記念の主旨■　　　　　　　　　　　　　　

　　クラブ２０年の歩みの中で、クラブ運営においては

創立以来会員の親睦を大切にし、会員相互の理解を深め

友情を育んできました。このことがクラブの資質として、

ＲＣ活動の大きな原動力になり奉仕の諸事業が達成され

てきました。特に、地域社会奉仕においては、青少年育

成を取り上げ、青少年との交流、セミナー、職場体験学

習等の数多くの青少年育成奉仕に取り組み地域社会から

大きな評価を得てまいりました。また家族会を中心に発

足されたミセスアモーレについてもいまではクラブの顔

として大いに活躍されています。また国際奉仕において

もタイバンコク・スリオンＲＣとの交流をもつようにな

り７年を迎えました、交流を深めるなかでタイの青少年

に中古自転車の共同贈呈事業の国際奉仕活動も５回目を

実施してきました。このように我がクラブは、クラブ運

営においても、また奉仕活動においても先駆けた取り組

みのできる柔軟な資質をこの２０年のなかで育んできま

した。こうした素晴らしい成果を２０周年を契機に確認

しあい、新たなる年度に向かってさらなる広がりを育む

ための機会として２０周年をとらえようではありません

か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




